
第
四
巻
　
中
国
要
地
方
言
編
　
1
　
　
(
山
口
・
広

島
・
岡
山
)

第
五
巻
　
中
国
要
地
方
言
編
　
二
　
(
島
根
・
鳥

取
)

第
六
巻
　
九
州
要
地
方
言
縮
　
1
　
　
(
大
分
・
宮

崎
・
鹿
児
島
)

第
七
巻
　
九
州
要
地
方
言
編
　
二
　
(
福
岡
・
熊

本
-
二
地
点
)

第
八
巻
　
九
州
要
地
方
言
編
　
三
　
(
佐
賀
・
長

崎
-
二
地
点
)

第
九
巻
　
近
誠
要
地
方
言
編
　
l
　
　
(
兵
権
・
京

都
・
福
井
)

i
.
I
十
j
j
-
j
　
辻
　
等
地
方
C
:
一
=
洞
　
二
　
　
(
-
Y
K
蝣
印

秋
山
・
奈
良
)

第
十
1
巻
　
近
誠
要
地
方
言
編
　
三
　
(
三
重
-

三
地
点
)

第
十
二
巻
　
中
部
要
地
方
言
縮
　
1
　
　
(
愛
知
・

滋
賀
・
岐
阜
)

第
十
三
春
　
中
部
要
地
方
言
編
　
二
　
(
福
井
・

石
川
-
二
地
点
)

第
十
四
巻
　
中
部
要
地
方
言
縮
　
三
　
(
富
山
・

新
潟
・
長
野
)

第
十
五
巻
　
中
部
要
地
方
言
編
　
四
　
(
山
梨
・

静
岡
-
二
地
点
)

前
十
六
巻
　
関
東
要
地
方
言
編
　
l
　
　
(
神
奈
川
・

旧
東
末
市
・
埼
玉
・
群
馬
)

第
十
七
巻
A
関
東
要
地
方
言
編
　
二
　
(
千
乗
・

栃
木
・
茨
城
)

r
T
.
十
八
号
　
」
*
'
-
-
?
 
'
」
*
地
力
　
柑
　
　
　
　
(
¥
z
g
m
・

山
形
・
宮
城
)

第
十
九
巻
　
奥
羽
要
地
方
言
編
　
二
　
(
岩
手
・

秋
田
)

第
二
十
巻
　
奥
羽
要
地
方
言
絹
　
三
　
(
f
e
森
-

二
地
点
)

前
二
十
1
i
i
>
　
サ
J
w
引

こ
れ
ら
l
大
記
述
作
業
完
結
の
暁
の
光
明
は
'

先
生
の
左
の
お
こ
と
ば
に
啓
示
さ
れ
て
い
よ
う
。

資
料
本
位
の
記
述
の
続
行
完
結
が
'
昭
和
日

本
語
の
客
観
的
記
録
の
成
就
と
な
る
0
生
き
た

J
~
-
*
;
c
-
,
<
'
A
-
-
i
:
i
s
-
語
る
<
v
~
u
;
は
'
ま
さ
に
昭
川

日
本
語
f
'
i
-
-
史
的
ォ
ー
i
Z
:
で
あ
る
。

巻
を
追
う
て
の
記
述
の
進
行
は
'
ま
た
へ
　
ど

の
よ
う
な
言
語
理
論
の
間
発
を
可
能
な
ら
し
め

る
か
。
前
途
に
'
日
本
語
に
よ
る
言
語
学
の
光

明
が
あ
る
と
言
え
る
。
(
本
吉
「
結
語
」
よ
り
)

(
昭
和
舶
年
4
月
刊
　
三
弥
井
飛
L
j
店
　
定
価

一
六
〇
〇
円
)

(
佐
々
木
　
岐
)
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藤
　
原
　
与
一
先
　
生
　
著

『
方
言
の
山
野

-
こ
と
ば
の
さ
と
を
た
ず
ね
て
I
』

方
言
は
山
野
に
生
き
て
い
る
-
方
言
の
山
野

を
行
っ
て
　
ひ
た
す
ら
に
日
本
語
の
生
き
て

は
た
ら
く
す
が
た
を
と
ら
え
る
こ
と
に
つ
と

め
た
い

右
は
、
i
J
・
ヤ
;
f
g
に
　
か
れ
た
'
;
t
*
s
t
　
帽
L
~
;
与
一

先
生
の
お
こ
と
ば
で
あ
る
。
今
ま
で
に
公
け
に
さ
れ

た
幾
多
の
御
著
か
・
脚
論
文
は
、
す
べ
て
'
右
の
和

神
で
訂
か
れ
た
も
の
で
あ
り
t
　
か
つ
'
そ
れ
の
結
実

し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

本
F
.
=
は
'
ひ
と
口
に
言
え
ば
'
「
方
言
研
究
の
生

拍
詑
」
　
で
あ
る
O
先
生
の
小
学
校
低
学
年
の
こ
ろ
に

始
ま
っ
た
方
言
へ
の
自
覚
(
「
は
じ
め
の
は
じ
め
」
)

tosho-seibi-repo
長方形

tosho-seibi-repo
長方形



は
'
愛
媛
県
師
範
学
校
'
広
島
県
高
等
師
範
学
校
時

代
に
か
け
て
い
よ
い
よ
深
ま
り
(
「
-
に
を
出
て
」
)
'

や
が
て
本
格
的
な
方
言
研
究
へ
の
旅
が
始
ま
る
。

(
「
全
国
深
部
調
査
に
か
か
る
」
)

先
生
の
'
方
言
を
山
野
に
求
め
る
旅
は
'
実
に
へ

四
十
余
年
へ
　
日
本
全
国
に
わ
た
っ
て
い
る
'
い
な
へ

世
界
に
及
ん
で
い
る
　
(
「
世
界
こ
と
ば
の
旅
し
　
昭

和
4
5
年
　
朝
日
新
聞
社
)
と
も
言
え
よ
う
か
。

本
書
に
は
'
そ
の
時
と
所
の
l
ふ
し
1
ふ
L
が
'

愛
情
の
こ
も
.
っ
た
筆
致
で
'
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て

い
る
。0

-
安
来
の
町
で
「
キ
」
の
発
音
を
-
(
「
全
国
深

部
調
査
に
か
か
る
」
)

0
-
ウ
エ
ン
ソ
ン
先
生
の
と
こ
ろ
で
-
(
「
九
州
方

言
の
深
み
へ
」
)

右
の
1
節
を
御
紹
介
し
て
み
よ
・
7
0

0
-
三
'
四
人
の
子
ど
も
が
遊
ん
で
い
ま
し
た
の

で
'
近
よ
っ
て
へ

〟
こ
の
辺
に
'
学
校
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
か
。
〃

と
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

〟
い
る
。
″

と
い
う
返
事
で
す
。

〝
な
ん
と
い
う
先
生
で
す
か
。
″

と
問
い
ま
す
と
'

"
ウ
エ
ン
ソ
ン
-
-
。
〃

と
'
男
の
子
が
答
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
姓
の

発
音
が
t
　
も
は
や
へ
　
私
に
は
驚
き
の
大
隅
弁
で

し
た
。
「
上
薗
」
と
い
-
姓
が
'
「
ウ
エ
ン
ソ

ン
」
と
発
音
さ
れ
た
の
を
聞
い
た
だ
け
で
も
'

も
は
や
上
気
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
か
ら
へ
　
あ

と
は
推
し
て
知
る
べ
L
で
す
。
い
よ
い
よ
方
言

の
異
域
に
来
た
な
と
'
自
分
に
言
い
聞
か
せ
ま

し
た
　
¥
c
o
 
o
o
頁
)

0
-
巡
査
さ
ん
と
宿
屋
-
(
「
北
の
国
へ
分
け
入
る
」
)

○
-
桑
瀬
の
夜
-
(
「
四
国
二
題
」
)

〇
・
・
・
先
生
'
去
ネ
-
/
-
(
「
近
総
を
歩
-
」
)

こ
こ
で
も
一
ふ
し
抜
き
出
し
て
み
よ
-
0

泊
め
て
も
ら
っ
た
宿
の
享
主
が
'
当
時
五
十

五
歳
の
へ
　
ま
こ
と
に
気
っ
ぶ
の
い
い
人
で
'
そ

の
「
オ
ト
コ
ギ
」
　
(
男
気
)
　
に
は
'
す
っ
か
り

感
服
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
o
相
に
つ
い
て
ま
も
な

く
へ
生
食
に
な
っ
た
の
で
す
が
'
料
理
を
持
っ

て
来
て
く
れ
た
主
人
が
'

〝
ウ
チ
-
　
オ
ナ
ジ
　
ゴ
ッ
ツ
ォ
ヤ
デ

、
ヽ

ノ

0

〃

(
う
ち
の
と
同
じ
ご
ち
そ
う
だ
か
ら
ね
。
)

と
言
い
ま
す
。
言
う
こ
と
に
'
す
こ
し
も
飾
り

気
が
あ
り
ま
せ
ん
.
-
.
.
.
-

毎
日
へ
　
力
づ
よ
い
世
話
を
し
て
く
れ
た
亭
主

は
、
な
に
か
の
つ
い
で
に
は
'

〝
セ
ン
セ
-
　
ヨ
0
　
わ
し
は
　
コ
I
ユ
ー

オ
ト
コ
ヤ
デ
。
″

と
自
己
を
語
る
の
で
し
た
。
滞
在
期
間
t
 
l
週

間
の
お
わ
り
が
近
づ
き
ま
す
と
へ
主
人
は
'
幾

度
と
な
く
へ

"
シ
ェ
ン
シ
ェ
-
　
モ
ー
　
イ
ネ
-
。
〃

と
言
う
の
で
し
た
。
こ
れ
が
'
私
ど
も
へ
の
哀

惜
の
表
現
だ
っ
た
の
で
す
　
　
　
　
　
只
)

○
-
男
ま
え
に
ほ
れ
ぼ
れ
-
(
「
中
部
地
方
-
人
生

模
様
」
)

○
-
な
に
な
に
し
て
ッ
カ
ラ
・
蝣
・
(
「
関
東
点
描
」
)

○
-
愛
の
方
言
学
-
(
「
開
拓
の
旅
-
研
究
開
拓
の

旅
'
無
限
に
つ
づ
-
旅
I
」
)

右
に
1
部
御
紹
介
し
た
小
題
目
の
も
と
で
の
t
訂
l

符
の
文
責
は
'
「
方
言
研
究
の
生
活
誌
」
　
で
あ
る
と

同
時
に
へ
　
「
研
究
随
想
」
と
で
も
呼
び
う
る
よ
う
な

味
わ
い
が
あ
る
。
人
と
研
究
と
が
美
し
-
融
け
あ
っ

た
文
章
ほ
ど
へ
　
私
ど
も
の
心
を
楽
し
ま
せ
る
も
の
は

を
い
O
　
(
昭
和
4
8
年
4
月
刊
　
文
化
評
論
出
版
　
定

価
一
二
〇
〇
円
)

(
佐
々
木
　
岐
)

-175-




